










































An imaginary television drama describing the life of a typical social worker was broadcast 
in Japan in ２００６. The purpose of this study was to evaluate the program by analyzing 
positive and negative factors from different viewpoints. For example, in the positive 
evaluation we became aware of the existence of social workers among patients, and the 
amount of knowledge required to do their jobs well. In the negative evaluation we noticed 
that the way social workers are trained in Japan is not fully explicit. In addition, a lack of 
proper terminology among TV viewers may cause misunderstanding about this profession.
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教師等）に対して憧れを抱きやすい。それは、上記のよ
うに人々は社会に存在する職をすべて把握できるわけで
はなく、自身により身近な職を希望・選択しやすいもの
と考えられる。子どもたちにとって、身近な職は不完全
ながらもそれらの職業像をイメージすることが可能であ
り、それは当該職に将来就こうとするものを確保するこ
とにもつながる。
　横山はソーシャルワークの専門的視点から、新しい対
人援助専門職の職業イメージが社会の中で認識される重
要性に関し、その理由を２点に集約して述べている１）。
まず、当該専門職が社会に存在する事実を一般市民が認
知することは、市民自身が専門的援助を必要とする事態
に陥った際に、その専門職の援助を利用・活用する可能
性を広める働きをもつ。さらに、対人援助専門職の職業
像が社会の中で認知されることは、将来、その専門職に
就くことを志望するティーンエージャーが目標とする職
業群の中に、当該職種に関する情報が加えられ、それは
将来、当該職業に就く者の確保にもつながる。
　ソーシャルワーク分野における専門職は、１９８７（昭和
６２）年に社会福祉士及び介護福祉士法により国家資格化
された。その後、紆余曲折を経て精神保健福祉士法が制
定されたのが１９９７（平成９）年である。制度開始から時
間を経て、２００７（平成１９）年に社会福祉士及び介護福祉
士法が改正され、社会福祉士養成カリキュラムは、より
時代や利用者のニーズに合致した形を目指して大幅に変
更された。さらに、２０１２（平成２４）年度からは、精神保
健福祉士養成カリキュラムも変更された。
　このようにソーシャルワーク専門職は、国家資格が成
立してから２０年以上の歳月を経過しているが、他の対人
援助専門職と比較すると、この職業に対する世間一般の
認知度はかなり低いものと推測される。確かに、この間
にもこの職業を紹介する出版物は「社会福祉士になるた
めに」などのタイトルで発行されていた。また、今日に
おいては、小説や漫画の題材として、ソーシャルワーク
専門職が取り上げられることも多くなってきている註１）。
　しかしソーシャルワーク専門職は、「見えざる専門職」
と揶揄されることもあるほど、他の対人援助専門職に比
べて、イメージすることが困難な職業である。
　また、ソーシャルワーク専門職の職業像に関する先行
研究は稀である。この分野の先行研究としてまず挙げら
れるのは、ソーシャルワーカーがテレビドラマの主人公
として登場した映像作品として１９９２（平成４）年に放送
された「天使のように生きてみたい」に対し、横山が、
ソーシャルワークの専門的視点から検討を加えているも
のがある２）。さらに同氏は、ソーシャルワーカーが取り
上げられた漫画・小説に対してソーシャルワーカー像を
検討している３）。一方、田中は２００５（平成１７）年にNHK
教育テレビで放送された「あしたをつかめ　平成若者仕
事図鑑」の放送分について、医療ソーシャルワーカーの
職業像を検討している４）。これらの研究は、ソーシャル
ワーク専門職の職業像をメディアがどのように取り上げ
ているのかに対して検討しており、今後も研究の深化が
望まれる分野である。
　このような状況の中で、看護師を主人公としたテレビ
ドラマにおいて、ソーシャルワーカーが登場する作品が
ある。本稿では、ソーシャルワーカーを描いたフィク
ション作品の中で、ソーシャルワーカーの職業像がどの
ように表現されているかを検討する。
Ⅱ　研究対象と方法
　研究対象である下記のテレビ番組について、当該番組
が後日DVD化され市販されているものを視聴し、映像
と音声によって表現されているソーシャルワーカーの職
業像をソーシャルワークの専門的視点から検討した。
ソーシャルワーカーの職業像を明らかにすることは、上
記のように一般市民のニーズの掘り起こしや、当該職業
を目指す者の確保のほかに、その専門性を確立するうえ
で一助になると考えられる。当該職業の専門性が確立さ
れることは、ソーシャルワーカーの社会的地位を向上さ
せるとともに、その職業を他者に対して説明することを
容易にする働きをもたらす。このことは、当該職業を目
指す学生に対して行われる社会福祉専門教育をより充実
させる結果を導くと考えられる。さらには、ソーシャル
ワーカーと共に働く医師、看護師やコメディカルスタッ
フ等が、ソーシャルワーカーの仕事内容を理解すること
を助け、今日求められているチーム医療の促進に役立つ
ものと考えられる。このように、ソーシャルワーカーの
職業像を明らかにすることは有意義な作業であり、それ
がメディアの中でどのように取り上げられているかを考
察することで、その現状と今後の課題点を探ることを目
的とする。
＜研究対象＞
　フジテレビ系列のスペシャルドラマ「Ns'あおい」
（２００６年１月～３月　連続ドラマにて放映された作品の
スペシャル版）
　放送日時：
　　２００６（平成１８）年９月２６日（火）２１：００～２３：１８
　原作：こしのりょう
　あらすじ：主人公は、看護師。連続ドラマでは、様々
な経験を経て、成長していく主人公の姿が描かれてい
た。本放送において主人公はプリセプターとして新人看
護師を指導する立場になっている。また、新たな登場人
物としてアメリカで働いていた医師と、海外でソーシャ
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ルワークを学んできたという人物が登場し、様々な困難
に立ち向かっていく姿を描いていた。
Ⅲ　倫理的配慮
　本研究は、ソーシャルワーカーが映像作品の中でどの
ように描かれているかに注目しているものである。本稿
にて取り上げる映像作品は、看護師を主人公としソー
シャルワーカーを中心に描いたものではない。また、当
作品はソーシャルワーカーの職業像を明確にするために
作成された訳ではない。したがって、問題点を指摘する
場合においても、対象作品の娯楽的側面に対して評価や
批評を行っているものではない。そのため、原作者や作
品の出演者の意図に必ずしも沿わない可能性があること
をあらかじめ述べておく。
Ⅳ　結果
１　肯定的に評価される点
　１）ソーシャルワーカーという職種が存在することを
公にしている
　番組のなかでは、病院の「新しい医療スタイルへの改
革」により、海外でソーシャルワークを学んできたとい
う人物が登場し、医療福祉相談室に配属されている。連
続ドラマで本番組が放送された際には、ソーシャルワー
カーと名乗る人物は登場していないが、このスペシャル
放送においてはごく自然にソーシャルワーカーという用
語が医師や看護師からも飛び出している。上記のよう
に、職業像を描くことに対し困難が伴うソーシャルワー
カーという存在を全国放送にて視聴者に伝えた意義は大
きい。番組内では、ソーシャルワーカーが母子世帯の親
子と面談を行っている場面や、入院患者の妻が入所して
いた特別養護老人ホームと思われる施設へ訪問する場面
もあり、その職業像を映像にて表現していた。
　また、この放送は、午後９時台の放送であり、一般家
庭においても比較的視聴しやすい時間帯に放映された
上、キャストとして石原さとみ、柳場敏郎、杉田かおる
などの比較的知名度の高い俳優を起用している。看護師
を主人公としたドラマであるが、保健・医療・福祉分野
においては、異職種によるチーム医療や連携・協働がこ
れまで以上に重視されている今日、その一員としてソー
シャルワーカーが登場したことは評価できる事柄であ
る。
　２）ソーシャルワーカーにも、ある程度の医学知識が
必要とされていることが明らかにされている
　本放送において、ソーシャルワーカーが初登場する場
面において、その周囲にいた人物が急患となり、その場
にいた主人公の看護師が処置を行う場面がある。その
際、ソーシャルワーカーは、アナフィラキシーショック
についての説明をその場にいた看護助手に対して行って
いる。
　ソーシャルワーカーは、「人間と環境の接点に介入」
（IFSW〈国際ソーシャルワーカー連盟〉による定義）
することや「社会関係の主体的側面に働きかけること」
（岡村重夫）などを求められる職種である。そのため、
社会制度や政策、国の動向などについて常に最新の知識
を身につけることが求められる。しかし、クライエント
を理解するには、医学知識も必要不可欠であることは間
違いない。保健・医療・福祉分野の専門職がそれぞれの
専門性を構築していくことは、その負の側面として、そ
れぞれの領域について棲み分けを促進することにも繋が
りかねない。連携や協働は異職種への理解と知識があっ
て初めて成立する可能性をもつものである。
　このような背景の中で、ソーシャルワーカーが急患の
クライエントの病状についてある程度の医学知識がある
ことが明らかにされた意義は大きいと言える。このドラ
マの中でソーシャルワーカーは、「ある程度病気の知識
がないと患者さんの相談に乗れないだろう」との発言も
あり、ソーシャルワーカーとして働く上で、基礎的な医
学知識が必要不可欠であることが描かれている。
　社会福祉士養成課程においては、従来から「医学一般」
（新カリキュラムにおいては、人体の構造と機能及び疾
病）の科目はあったが、２００７（平成１９）年の社会福祉士
及び介護福祉士法の改正により、「医師その他の保健医
療サービスを提供する者その他の関係者との連絡及び調
整」が社会福祉士の定義として追加されている。さらに、
「保健医療サービス」が新カリキュラムに導入されてい
る今日、ソーシャルワーカーが医学知識をもつ重要性は
益々増加しているといえるであろう。
２　否定的に評価される点
　１）ソーシャルワーカーの養成教育課程が明らかにさ
れていない
　ドラマの中に登場するソーシャルワーカーは、海外で
ソーシャルワークを学んできたとの情報があるものの、
どの国でどのようなソーシャルワークに関する専門教育
を受けてきたのかについては不明である。また、ソー
シャルワーカーの国家資格である社会福祉士に関する関
しても一切触れられていない。日本と海外では、ソー
シャルワーカーの養成課程や社会的地位も大きな差があ
る。例えばアメリカにおいては、「ソーシャルワーカー
の資格認定はCSWE（ソーシャルワーク教育協議会）が
認定した大学・大学院の卒業生を対象として各州が行
い、特に開業するソーシャルワーカーにはNASW（全米
ソーシャルワーカー協会）の会員資格を認められ入会し
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た者であることが不可欠」となっている５）。そのため、ア
メリカではソーシャルワーカーの資格は各州によって異
なったものとなっている６）。また、日本では、社会福祉
教育に対して、文部科学省と厚生労働省という２省の基
準が設けられているが、アメリカにおいては専門団体に
よるアクレディテーションが行われている７）。
　このように、日米の比較を例にしてもソーシャルワー
カーの資格制度は大きな違いが存在している。これまで
のソーシャルワーカーに関する職業像に関する先行研究
は、ソーシャルワーカーの養成教育課程について正確な
情報を視聴者に提供する必要性を述べているが、本作品
においてはそれが明らかにされておらず、視聴者は、ど
のような養成教育を受けることでソーシャルワーカーに
なることができるのかを知ることができない。日本にお
いてはソーシャルワーカーの社会的認知度が低く、近年
においては毎年、海の日を「ソーシャルワーカーデー」
として啓発活動を行いその打開を図っている。横須賀は
このような取り組みに対し、医師が「医師の日」を設け
るとは考えられず、その背景には「社会的認知度が低い
からこそ、それを打開するためには、このような普及活
動を行わざるをえない」と述べている８）。また、日本にお
いてはソーシャルワーカーの専門職団体がそれぞれの分
野に分かれており、「社会福祉専門職団体協議会」を組
織し連携を図っているものの、その社会的認知度の向上
や地位向上に向けて団結して行動することには困難が伴
う。秋山は、「ソーシャルワーカー団体が四つに分かれ
ていることこそが、わが国のソーシャルワーク、社会福
祉の発展に影を落としているとはいえないであろうか。」
と述べているが９）、この点に関しては筆者も共感を覚え
る。
　本作品において、ソーシャルワーカーが海外で勉強し
てきたことが描かれたことは日本と海外との比較を行う
上でも新しい風を吹き込んだと言えるが、その養成教育
課程を正確に伝えることは、上記の通り、将来、ソー
シャルワーカーとなる人材を確保する点においても重要
なことと言えるであろう註２）。
　
　２）日本のソーシャルワーカーに対してその専門性が
全く確立されていないような誤解を招くようなセリ
フがある
　ドラマの中で、ソーシャルワーカーが日本と海外の
ソーシャルワーカーを比較して発言する場面がある。そ
の内容は以下の通りである。
　（看護師の国際比較に関する発言後に）ソーシャル
ワーカーもそう。かっこよく横文字使って呼んだって、
結局日本じゃ転院の手配をしたり、申請書を書くだけの
事務係に過ぎないだろう。海外のソーシャルワーカー
は、法律関係の修士号を取ったりして幅広い問題に対処
できるように常に自分を高めてる。確かに患者と向き合
う時間は短いかもしれないけど、それがひいては患者の
ためになるんだ。違うか？
　この発言の前後にソーシャルワーカーは、医師や看護
師の日米比較も行っている。そこでは、日本の医療従事
者は自己犠牲が美学であるとの認識をもっているとする
ソーシャルワーカー自身の考え方が披露され、このよう
な考え方を多くの日本人が持っているがゆえに、看護師
の社会的地位が低いままであることを、主人公の看護師
に向かって発言している。ドラマでは、このソーシャル
ワーカーの発言によって、看護師や看護助手から反感を
買うことになってしまう。もちろん、ソーシャルワー
カーが自身の考えを他職種に対して発言することは保障
されるべきことであり、その点は否定されるものではな
いものの、ドラマではこの発言によって、ソーシャル
ワーカーと他職種との間に溝ができてしまっている。
　海外でソーシャルワークを学んできたソーシャルワー
カーは、日本の医療現場におけるソーシャルワーカーの
業務実態に不満を感じていると思われる。ここでのソー
シャルワーカーの発言は、「転院の手配」「申請書を書く」
という事務的な業務に追われていて、ソーシャルワー
カーが本来果たすべき役割を十分担えていないと認識し
ている。また、ここでソーシャルワーカーは、海外では
ソーシャルワーカーは大学院で法律を学んだりして幅広
い問題に対処できるように自己研鑽に励んでおり、それ
が患者へのよい支援につながると考えている。
　この発言は、日本のソーシャルワーカーが置かれてい
る状況を部分的には正確に表現しているものと思われ
る。確かに、日本のソーシャルワーカーには社会福祉士
や精神保健福祉士という国家資格が存在するが、それは
名称独占に過ぎず、今日においても地域包括支援セン
ターを除いて社会福祉士の必置機関はない。また、病院
は、チーム医療や職種間での連携・協働が叫ばれている
ものの、実質的には医師を頂点としたピラミッド型の組
織である。その中でソーシャルワーカーの地位は低いも
のと言わざるとえない。ここでの発言と同様の内容が、
医療ソーシャルワーカーを描いた漫画作品においてもあ
る。そこでは、医療ソーシャルワーカーは医療行為を行
うことができず、いてもいなくてもよいただの「なんで
も屋」であるとされている１０）。
　上記のような点があることは、否定できない事実であ
る。しかし、一般視聴者向けに製作された作品の中にお
けるこのような発言は、ソーシャルワーカーという職業
の魅力を伝えることには繋がらず、その専門性が全く確
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立されていないような印象を与えてしまう可能性を否定
することはできない。これらの点に関し、岸はその著書
の中で、「医療機関では医師を頂点としたピラミッド形
の力関係が根強く残っており、これも職種を超えた意見
交換や協力をしにくくする要因になっている」と述べて
いる。また、岸は同著書のなかで病院によっては、ソー
シャルワーカーの存在が他職種に理解されていないとこ
ろもあることを明らかにしており、このようなことから
も、その職業像を確立することは、急務であるといえ
る１１）。さらに、大谷はその著書のなかで、「病院という
組織のなかでは、やはり『医師』がトップである」と述
べ、新人のときから医療の最終責任を担う医師と、社会
福祉専門職であるソーシャルワーカーには上下関係があ
ることを明らかにしている１２）。これらの指摘は、職種間
の連携や協働が謳われている今日においても、その実現
が容易ではないことを示しているといえよう。横山は、
フィクション作品におけるソーシャルワーカーの先行研
究の中で、「特にフィクション作品の場合は、より多様な
一般視聴者・読者に届き、理解者を大幅に増やす可能性
がある反面、専門職の普及啓発や教育を目的としてつく
られている専門書や教材とは異なり、エンターテイメン
トとして成立させるために実像を過度に誇張させた脚色
や演出が施され、専門性や職業像への誤解を招く可能性
もはらんでいる。」と述べているが１３）、本稿で取り上げて
いるテレビドラマにおいてもそのような面があることは
否定できない。
　ソーシャルワークの専門性に関する議論は、これまで
にも盛んに行われてきており、１９１５年にアブライム・フ
レックスナーによって、ソーシャルワークの専門性が否
定されて以来、様々な研究者がその確立に努めてき
た１４）。このような中現実には、上記のセリフが出ること
は否定できないが、それが全く確立されていないような
印象を与える発言は決して望ましいとはいえない。
　さらに、ここでの発言はソーシャルワーカー個人の努
力のみが患者へのよい支援につながるものとの誤解を生
みかねない。ソーシャルワーカーの多くは、病院という
組織内で働いており、よりよい職場環境や職域拡大を目
指したソーシャルアクション等の視点をもつことは不可
欠である。個人の努力は、もちろん必要であるものの、
それだけではソーシャルワーカーが抱えている問題の根
本的な解決策につながらないことを認識する必要があろ
う。ソーシャルアクションは、ソーシャルワーカーがも
つ専門的な技術のひとつであり、ここでの発言は、ソー
シャルワーカーが社会に対して働きかける役割を忘れて
おり、否定的に評価される点といえるであろう。
 
Ⅴ　考察
　今回取り上げたようなフィクション作品において、
ソーシャルワーカーの職業像が取り上げられることは、
基本的には望ましいことである。それは、ソーシャル
ワーカーが社会的認知度を上げ、その社会的地位を高め
るための一助になるであろう。しかし、それはよい事柄
ばかりではなく、内容によっては大きな誤解を招く恐れ
もある。上記の横山は、「フィクションという前提では
あっても、実生活の中で接する機会の多い医師・看護師
等と比べて、一般的な認知度が低いソーシャルワーカー
の場合は、現実と誇張との区別や紙数の都合によって説
明の省略されている部分などが一般読者には、より判別
しにくいだけに注意深い表現が望まれる」と述べてい
る１５）。この指摘は、専門職の成立要件のひとつとされる、
職業の伝達可能性を高める必要性につながる。ソーシャ
ルワークの実践者や研究者は、このようなフィクション
作品に対しての協力・監修をより積極的に引き受け、そ
の職業像と魅力を伝えていくことが望まれる。
文献
１）横山豊治：ソーシャルワーカーを描いたフィクショ
ン作品に関する一考察―医療ソーシャルワーカーを
描いたテレビドラマの事例検討―，新潟医療福祉学
会誌３（２）：pp８９－９８，２００３．
２）横山豊治：前掲１）．
３）横山豊治：フィクション作品におけるソーシャル
ワーカー像の検討― MSWを主人公に描いた４作品
を通して―，医療ソーシャルワーク研究１（１）：
pp２４－３６，２０１１．
４）田中秀和：医療ソーシャルワーカーを描いたノン
フィクション番組に関する一考察，新潟医療福祉学
会誌８（２）：pp３０－３４，２００８．
５）山手茂，横山豊治：日・米の社会福祉専門職生涯教
育に関する比較研究，新潟医療福祉学会誌１（１）：
pp２４－４２，２００１．
６）岩崎浩三：ソーシャルワーカーの継続教育の現状と
課題，ソーシャルワーカー８：pp６１－７９，２００４．
７）山手茂：社会福祉教育の日米比較―日米の共通点と
相違点，新潟医療福祉学会誌３（２）：pp１０－
１９，２００３．
８）横須賀俊司：障害者にとってソーシャルワーカーは
必要か―「専門職」の限界と自己改革，松岡克尚・
横須賀俊司編　障害者ソーシャルワークへのアプ
ローチ―その構築と実践におけるジレンマ．明石書
店．東京．pp２５－５４，２０１１．
９）秋山智久：社会福祉専門職の研究．ミネルヴァ書

	

房．京都．p２７８，２００７．
１０）くじらいいく子：いとしのタンバリン．小学館．東
京．p１９，２０１１．
１１）岸伸江：他部署・他機関との連携，荒川義子編　医
療ソーシャルワーカーの仕事．川島書店．東京．
pp１１３－１３６，２０００．
１２）大谷京子：病院ってどんなところ？，荒川義子編　
医療ソーシャルワーカーの仕事．川島書店．東京．
p５，２０００．
１３）横山豊治：前掲３）．
１４）三島亜紀子：社会福祉学の＜科学性＞―ソーシャル
ワーカーは専門職か？．勁草書房．東京．pp１－
２５，２００７．
１５）横山豊治：前掲３）．
註
１）　近年において医療ソーシャルワーカーを取り上げ
たフィクション作品として以下のようなものがあ
る。
山田宗樹：人は永遠に輝く星にはなれない．小学
館．東京．２００８．
さくらいもとこ：MSW相談室、ナツミです。．角
川書店．２００８．
くじらいいく子：いとしのタンバリン．小学館．
２０１１．
　また、児童相談所の児童福祉司を主人公とした漫
画作品に、以下のものがある。
夾竹桃ジン：ちいさいひと―青葉児童相談所物語．
小学館．２０１１．
２）　この点に関し、本稿では否定的に評価される点と
して考察を行った。これまで行われてきた先行研究
においても、養成教育課程をメディアの中で提示す
る必要性が訴えられてきた。しかし見方を変えれ
ば、養成教育の課程がメディアにおいて曖昧に提示
されたがゆえに、それを見て当該職業に関心をもっ
た者が自分自身で、養成教育課程を調べる可能性は
否定できず、そのような場合は、肯定的に評価され
る点として取り上げる必要がある。
　　　しかし養成教育課程がはっきりと提示されること
は、その職業像や専門性の確立の一助になると考え
られ、それが曖昧であることは当該職業の職業像を
確立する上で不利益になるものと筆者は考える。こ
のことは、これまでの先行研究でも認められてきた
点である。
